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仏
会
に
お
け
る
師
子
舞
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
国
大
陸
に
そ
の
先
駆
が
見
ら
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れ
る
。
北
魏
、
楊
街
之
の
著
に
な
る
「
洛
陽
伽
藍
記
」
の
長
秋
草
の
項
に
は
、
例

年
四
月
八
日
の
仏
生
会
に
釈
迦
像
の
行
縁
供
養
が
あ
り
、
こ
の
像
の
先
後
に
田
刀

早
耳
、
騰
駿
等
の
散
楽
が
供
奉
す
る
他
に
辟
邪
師
子
が
先
導
役
と
し
て
供
奉
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
元
来
仏
教
に
お
い
て
師
子
は
獣
身
な
が
ら
も
、
能
く
仏
法
を
解
し
、
神
通
力
を

備
え
、
県
界
の
王
と
し
て
在
る
こ
と
は
諸
々
の
仏
典
或
は
仏
教
説
話
等
に
も
明
か

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
更
に
釈
尊
の
説
法
の
有
様
を
「
説
法
獅
（
師
）
子
吼

」
と
か
、
釈
尊
の
座
を
「
獅
子
座
」
と
云
う
が
如
く
雄
大
に
し
て
尊
厳
な
様
子
を

「
師
子
」
に
仮
託
し
て
云
表
す
な
ど
、
仏
教
に
お
い
て
は
師
子
を
尊
崇
の
対
象
の

一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
論
を
ま
た
な
い
。
か
か
る
霊
獣
を
仏
教
の
大
会
に
お

い
て
何
ら
か
の
形
で
以
て
表
現
し
よ
う
と
し
、
前
述
の
行
像
供
養
の
如
く
こ
の
姿

を
擬
し
て
本
尊
を
導
引
す
る
と
云
っ
た
よ
う
な
視
覚
的
な
演
出
を
試
み
た
人
々
の

心
情
は
容
易
に
肯
け
よ
う
。
し
か
も
こ
う
し
た
演
出
的
観
念
は
こ
れ
を
一
つ
の
芸

能
と
し
て
独
立
せ
し
め
、
数
々
の
演
出
的
効
果
が
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

大
法
会
に
お
け
る
師
子
舞
に
つ
い
て

　
例
え
ば
唐
の
貞
観
年
中
、
二
部
伎
中
に
五
方
獅
子
舞
（
太
平
楽
）
と
云
う
楽
舞

が
あ
り
、
こ
の
有
様
を
「
通
典
」
に
は

　
「
…
…
亦
謂
五
方
師
子
舞
、
師
子
摯
獣
出
於
西
南
夷
、
天
竺
、
師
子
国
。
回
盲

為
衣
、
象
其
挽
仰
馴
押
之
容
、
二
人
腰
縄
、
払
為
習
単
軌
状
、
五
師
子
各
回
其
方
　
9
8

色
、
百
四
十
人
歌
太
平
楽
舞
…
…
下
略
」

　
と
記
さ
れ
て
あ
る
如
く
、
丈
余
の
丈
を
持
ち
、
群
群
を
従
え
、
百
四
十
人
か
ら

な
る
歌
唱
者
を
要
す
る
と
云
う
大
陸
的
な
規
模
の
大
き
さ
を
持
っ
た
演
出
が
施
さ

れ
て
い
た
。

　
我
国
で
は
こ
の
種
の
芸
能
と
し
て
初
見
さ
れ
る
も
の
に
、
伎
楽
の
師
子
を
揚
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
周
知
の
如
く
伎
楽
は
推
古
天
皇
十
二
年
（
六
二
二
）
百
済
の

味
摩
之
に
依
っ
て
呉
の
楽
舞
と
し
て
我
国
に
紹
介
さ
れ
、
特
に
仏
教
の
式
楽
と
し

て
雅
楽
寮
を
初
と
し
て
各
大
寺
に
楽
戸
が
設
け
ら
れ
、
天
平
年
間
を
最
盛
期
と
し

て
平
安
朝
時
代
中
期
迄
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
芸
能
で
あ
る
。
こ
の
伎
楽
中
の

師
子
は
今
日
正
倉
院
に
残
存
す
る
師
子
の
頭
面
や
、
西
大
寺
、
観
世
音
寺
、
安
祥

寺
等
の
資
財
帳
に
お
け
る
衣
服
調
度
等
の
記
述
か
ら
そ
の
姿
を
推
察
し
得
る
も
の

八
五
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で
あ
る
が
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
南
都
楽
人
三
三
真
の
著
に
な
る
「
教
訓
抄

」
に
は
、

晃
禰
（
音
）
取
盤
渉
塑
．
次
調
子
画
讃
甜
云
々
是
以
為
行
道
、
立
次
第

煮
先
師
子
次
踊
物
次
笛
吹
帽
冠
次
打
物
舞
悪
人
L

　
と
あ
り
、
伎
楽
自
体
が
先
ず
行
道
で
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
行
道

に
お
い
て
他
の
踊
物
に
先
ん
じ
て
師
子
が
先
導
し
た
こ
と
は
、
先
述
の
洛
陽
伽
藍

記
に
お
い
て
師
子
辟
邪
が
行
像
の
導
引
を
す
る
も
の
と
同
趣
の
演
出
法
が
み
ら

れ
、
更
に
後
述
す
る
と
こ
ろ
の
大
法
会
に
お
け
る
師
子
も
、
導
師
を
初
と
す
る
式

衆
楽
人
を
会
場
に
導
引
す
る
露
払
い
の
如
き
役
目
を
も
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が

ら
、
古
代
芸
能
に
お
け
る
師
子
の
演
出
的
な
特
徴
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
大
法
会
に
お
け
る
師
子
に
つ
い
て
は
、
今
日
迄
に
残
存
す
る
平
安
朝
時
代
を
中

心
と
し
た
諸
大
寺
の
堂
塔
供
養
に
お
け
る
法
会
記
録
の
中
に
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
法
会
記
録
を
見
れ
ば
、
法
会
自
体
が
一
定
の
型
に
定
め
ら
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れ
、
雅
楽
舞
楽
が
そ
の
進
行
を
促
す
と
共
に
唄
、
散
華
、
梵
音
、
錫
杖
等
の
四
種

の
声
明
及
び
そ
れ
に
と
も
な
う
作
法
を
規
定
し
、
更
に
こ
れ
ら
の
間
を
縫
っ
て
定

め
ら
れ
た
一
定
の
曲
が
演
奏
演
舞
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
法
会
の
進
行
と
有
機
的
な
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継
り
を
持
ち
、
何
ら
か
の
作
法
を
分
掌
す
る
定
め
ら
れ
た
舞
楽
を
供
養
舞
或
は
法

会
舞
と
称
し
て
同
時
に
行
わ
れ
る
他
の
舞
楽
の
曲
目
と
区
別
し
て
い
る
が
、
こ
の

師
子
も
法
会
の
作
法
を
分
掌
す
る
が
故
に
供
養
舞
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
師
子
が
法
会
中
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
作
法
を
分
掌
し
一
1
装
い
か
な
る
舞

を
演
じ
た
か
に
就
い
ユ
は
、
具
体
的
に
法
会
記
録
の
一
例
を
引
い
て
説
明
し
た
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い
。
そ
の
為
に
多
く
あ
る
法
会
記
録
の
内
よ
り
、
　
「
江
家
次
第
」
に
収
め
ら
れ
た

八
六

永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
十
月
一
日
、
白
河
天
皇
の
御
願
寺
法
勝
寺
塔
供
養
の
式

次
第
よ
り
意
あ
る
部
分
を
抽
出
し
順
次
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
一
、
寅
刻
音
声
を
発
す
，
御
仏
開
眼

　
　
二
、
辰
儀
行
幸
、
塔
を
礼
拝
着
座

　
　
三
、
諸
卿
着
座
　
衆
僧
集
会
鐘
を
打
つ

　
　
四
、
導
師
、
三
冠
、
楽
人
等
入
場
の
行
道

　
　
五
、
乱
声
を
奏
す
（
新
式
、
古
楽
又
一
切
）

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
六
、
師
子
舞
台
の
巽
坤
に
出
で
て
臥
す

　
　
七
、
雅
楽
寮
楽
人
を
率
い
て
楽
屋
の
前
に
立
ち
奏
楽

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
八
、
師
茎
立
ち
て
舞
う

　
　
九
、
衆
僧
参
入
、
、
座
に
着
く

　
　
十
、
楽
人
亦
参
入
、
楽
屋
の
前
に
立
ち
奏
楽
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十
一
、
師
子
心
の
如
く
立
ち
て
舞
う

　
十
二
、
導
師
、
究
願
立
乗
輿
参
入
、
舞
台
の
巽
坤
に
て
送
春

　
舞
台
上
を
経
て
礼
盤
に
着
し
野
仏
後
高
座
に
着
く

　
十
三
、
伝
供

　
十
四
、
菩
薩
舞

　
十
五
、
迦
陵
頻
舞

　
十
六
、
胡
蝶
舞

　
十
七
、
唄
師
唄
匿
を
唱
す

　
十
八
、
散
華
師
発
音
、
雁
行
大
行
道
に
移
る
。
師
子
を
先
導
に
し
て
楽
人
衆
僧

　
　
　
　
こ
れ
に
従
い
行
道
す
。

　
十
九
、
讃



　
廿
、
梵
音
八
往
還
に
楽
有
り
）

　
廿
一
、
錫
杖
（
往
還
に
楽
有
り
）

　
廿
二
、
退
出

　
廿
三
、
左
右
の
舞
楽
逓
奏

　
こ
れ
に
依
れ
ば
、
先
ず
新
仏
の
開
眼
作
法
の
後
続
儀
の
礼
仏
着
座
、
諸
卿
が
着

座
す
る
に
及
ん
で
集
会
の
行
事
鐘
が
打
た
れ
る
。
こ
れ
よ
り
い
よ
い
よ
法
会
が
開

始
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
弓
頭
三
竿
の
乱
声
の
後
導
師
、
式
衆
、
楽
人
達
を
導

引
し
て
来
た
師
子
が
舞
台
に
登
り
臥
す
所
作
を
す
る
。
巽
坤
と
あ
る
か
ら
、
二
頭
の

師
子
が
在
っ
た
こ
と
が
解
る
。
や
が
て
師
子
が
立
上
っ
て
舞
う
と
先
ず
衆
僧
達
が

参
入
し
、
こ
れ
が
座
に
着
く
と
再
び
師
子
が
前
と
同
じ
く
舞
う
。
こ
の
後
、
導
師

究
願
師
が
参
入
し
高
座
に
着
く
。
こ
う
し
て
法
会
が
開
始
さ
れ
、
師
子
は
再
び
散

華
大
行
道
に
至
っ
て
楽
人
、
衆
僧
の
先
導
を
す
る
。
こ
の
よ
う
に
師
子
が
行
道
の

先
導
を
す
る
こ
と
は
前
よ
り
も
述
べ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
法
会
の
冒
頭
に
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、

お
け
る
所
作
と
舞
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
藤

原
道
長
の
法
成
寺
金
堂
供
養
会
の
有
様
を
語
っ
た
栄
華
物
語
の
記
述
に
、

　
「
…
…
前
略
…
…
綱
掌
と
云
ふ
も
の
出
で
き
た
り
。
講
師
読
師
の
さ
さ
げ
ら
れ

て
輿
に
乗
り
て
参
り
給
ふ
な
り
け
り
。
御
斉
会
に
な
ず
ら
へ
講
師
読
師
の
先
に
二

面
、
弾
正
、
玄
蕃
な
ど
左
右
に
列
び
て
歩
み
続
き
た
り
。
楽
所
の
乱
声
、
え
も
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　

は
ず
お
ど
ろ
お
ど
う
し
き
に
師
子
の
子
ど
も
引
き
つ
れ
て
舞
ひ
出
で
て
待
ち
迎
へ

む
　
　
む
　
　
む

奉
る
程
、
こ
の
世
の
事
と
も
見
え
ず
…
…
下
略
…
…
」

　
と
か
、
枕
草
子
第
二
百
七
十
八
段
積
善
寺
供
養
の
項
に
は

　
「
…
…
お
は
し
ま
し
着
き
た
れ
ば
、
大
門
の
も
と
に
高
麗
唐
土
の
楽
し
て
師
子

狛
犬
お
ど
り
舞
ひ
…
…
」

大
法
会
に
お
け
る
師
子
舞
に
つ
い
て

　
と
あ
る
よ
う
に
、
会
場
へ
参
入
す
る
導
師
や
式
衆
を
出
迎
え
る
と
云
う
よ
う
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
衆
僧
列
が
入
場
す
る
際
と
、

導
師
究
願
師
が
入
場
す
る
際
と
の
前
後
二
回
に
亘
っ
て
同
じ
舞
を
奏
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
前
掲
の
よ
う
な
法
会
型
式
は
、
こ
の
永
保
年
間
或
は
そ
れ
以
前
よ
り
保
元
平
治

年
間
頃
迄
ほ
と
ん
ど
統
一
さ
れ
た
型
を
採
っ
て
来
て
い
る
Q
従
っ
て
師
子
の
作
法

と
そ
の
舞
も
、
こ
の
間
は
一
定
の
形
と
し
て
遵
守
さ
れ
来
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
れ
が
藤
原
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
、
更
に
南
北
朝
時
代
に
入
る
に
及
ん
で
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こ
の
型
式
が
漸
次
変
化
を
た
ど
っ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
教
訓
抄

に
は
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参
照

　
「
基
作
法
先
祖
に
相
違
、
法
用
畢
之
。
舞
従
二
才
以
後
也
」
と
あ
る
よ
う
に
法

要
が
終
了
し
て
入
調
舞
楽
に
入
っ
て
か
ら
演
奏
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
　
9
6

又
元
徳
二
年
（
一
三
三
Q
）
三
月
、
　
「
日
吉
井
叡
山
行
幸
記
」
に
は

　
「
雲
客
御
迎
に
ま
ひ
り
て
蓋
と
り
引
導
申
、
舞
台
の
き
は
に
て
こ
し
ょ
り
お
り

給
ひ
、
あ
ゆ
み
つ
れ
て
高
座
に
の
ぼ
り
給
ふ
。
．
儀
式
な
べ
て
な
ら
ず
、
迦
陵
頻
胡

蝶
の
後
師
子
の
乱
声
な
ら
し
け
れ
ば
狛
犬
地
に
伏
し
師
子
舞
台
に
の
ぼ
り
て
云

々
」
　
と
あ
り
、
迦
陵
頻
胡
蝶
の
伝
供
と
そ
の
供
舞
の
後
に
演
奏
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
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こ
と
が
解
る
。
こ
の
形
は
、
現
在
大
阪
四
天
王
寺
に
伝
承
さ
れ
る
聖
霊
会
舞
楽
大
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法
要
の
型
式
と
大
略
同
じ
で
あ
っ
て
、
聖
霊
会
に
お
い
て
は
古
来
よ
り
「
伝
導
が

終
っ
て
菩
薩
の
所
作
」
の
後
に
師
子
の
所
作
が
演
ぜ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、

細
部
に
お
い
て
は
両
者
そ
の
演
奏
順
序
は
異
っ
て
も
、
伝
供
の
後
に
菩
薩
、
迦
陵

頻
、
胡
蝶
等
の
供
養
舞
と
共
に
一
括
し
て
演
奏
す
る
と
云
う
こ
と
に
は
共
通
し
た

八
七



大
法
会
に
お
け
る
師
子
舞
に
つ
い
て

も
の
が
み
ら
れ
る
。
し
か
も
「
行
幸
記
」
に
は
こ
の
後
に
、

　
「
こ
の
曲
は
聖
徳
太
子
の
母
式
、
異
朝
よ
り
わ
た
さ
れ
て
四
天
王
寺
供
養
に
は

じ
め
て
ま
は
せ
ら
れ
け
る
の
ち
、
今
日
に
至
る
ま
で
七
ケ
度
に
な
れ
ば
常
に
も
ち

ひ
ら
る
る
舞
に
あ
ら
ず
、
然
る
を
家
に
つ
た
へ
て
朝
家
の
御
う
つ
は
物
と
な
れ
る

誠
に
優
美
に
お
ぼ
へ
侍
に
し
き
し
ま
の
み
ち
に
さ
へ
、
す
で
に
譜
代
の
態
と
な
れ

る
。
や
さ
し
く
こ
そ
侍
れ
」

　
と
あ
り
、
こ
の
師
子
が
四
天
王
寺
系
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
せ
し
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
7
参
照

る
。
而
も
こ
の
四
天
王
寺
系
の
師
子
が
異
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
教
訓
抄

に
も
　
「
天
王
寺
住
吉
社
有
師
子
笛
吹
。
ソ
レ
ハ
コ
ト
ノ
ホ
カ
ノ
相
違
ノ
物
議
。
乱
声

モ
別
物
、
楽
吹
様
モ
、
大
鼓
打
様
モ
、
替
り
タ
リ
離
長
子
．
リ
」

　
と
見
ら
れ
、
或
は
こ
の
型
は
、
い
わ
ゆ
る
天
王
寺
系
の
も
の
と
し
て
古
来
よ
り

伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
も
云
え
よ
う
。

　
師
子
の
舞
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
鎌
倉
時
代
に
正
統
的
な
伝
が
漸
失
し
、
法
会

に
お
け
る
作
法
の
み
が
残
っ
た
が
、
そ
の
作
法
す
ら
も
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
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楽
曲
に
関
し
て
は
、
先
般
、
林
謙
三
氏
が
復
原
さ
れ
た
伎
楽
師
子
の
曲
の
基
と

な
っ
た
大
神
氏
の
「
懐
中
譜
」
と
天
王
寺
楽
所
に
伝
承
さ
れ
、
現
在
な
お
演
奏
さ

れ
て
い
る
「
師
子
笛
譜
」
、
更
に
「
奇
智
要
録
」
に
お
け
る
伎
楽
師
子
男
芸
等
の
楽

譜
類
が
あ
り
、
音
楽
的
に
は
何
ら
か
の
手
掛
り
を
与
え
て
い
る
と
も
云
え
る
が
、

寡
聞
な
が
ら
舞
譜
に
関
し
て
は
未
だ
見
聞
す
る
を
得
て
い
な
い
。
従
っ
て
師
子
の

舞
手
を
詳
ら
か
に
知
る
こ
と
は
現
在
不
可
能
に
近
い
状
態
で
あ
る
が
、
「
教
訓
抄

」
に
は
極
く
簡
単
に
舞
及
び
作
法
の
順
序
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
又
先
温
し
た
「
日

八
八

吉
井
叡
山
行
幸
記
」
に
も
こ
れ
又
簡
略
な
が
ら
舞
の
順
序
が
記
さ
れ
て
い
る
。
先

ず
教
訓
抄
中
の
こ
の
部
分
の
記
述
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ
ス
ミ

　
「
…
…
前
略
…
…
吹
出
古
楽
乱
声
一
、
其
時
に
左
師
子
ヲ
キ
テ
登
二
舞
台
上
一
、
四
角

・
拝
シ
テ
正
面
・
立
テ
拝
、
二
度
之
吐
逸
裡
頴
後
豊
楽
撮
講
吹
レ
之
吹
師
子

舞
畢
テ
後
門
云
々
…
…
下
略
…
…
」

　
こ
の
記
述
を
要
約
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
e
　
古
楽
乱
声
を
奏
す
る
間
、
左
方
師
子
起
き
て
舞
台
上
に
登
る
。

　
　
　
四
角
を
礼
拝
す
る
。

　
　
　
正
面
に
立
っ
て
二
度
礼
拝
す
る
。
乱
声
止
む

　
口
　
詠
を
唱
え
る

　
⇔
楽
、
序
破
急
の
体
に
三
切
、
舞
畢

　
と
云
う
よ
う
に
大
別
し
て
三
つ
の
部
分
か
ら
成
る
構
成
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
　
9
5

解
る
。
即
ち
e
は
舞
台
に
登
場
す
る
部
分
で
、
古
楽
乱
声
の
の
演
奏
の
間
に
四
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
2

礼
拝
、
中
尊
礼
拝
の
作
法
が
行
わ
れ
た
。
次
で
所
定
の
位
置
に
立
っ
て
詠
を
諾
し

た
の
で
あ
る
。

　
詠
と
は
古
く
は
舞
楽
中
に
舞
人
が
唱
し
た
歌
曲
の
こ
と
で
、
現
在
で
は
行
力
わ

て
は
い
な
い
。
も
っ
と
も
教
訓
抄
の
著
述
せ
ら
れ
た
頃
に
お
い
て
も
、
も
は
や
詠

唱
と
云
う
こ
と
は
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
が
、
同
書
に
は
別
に
「
師
子
胤
」

と
称
す
る
も
の
が
記
さ
れ
て
あ
り
そ
こ
に
は
師
子
へ
の
讃
嘆
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

全
体
十
三
句
か
ら
成
り
、
最
後
の
一
句
を
除
い
て
他
の
句
は
一
句
が
四
字
置
漢
字

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
後
⇔
の
部
分
に
入
っ
て
当
曲
と
な
る
。
「
序
破
急
の
体
に
て
三
五
」
と
あ

る
か
ら
舞
様
も
、
緩
慢
な
も
の
か
ら
火
急
な
も
の
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ



ろ
う
。

　
次
に
「
日
吉
井
叡
山
行
幸
記
」
に
お
け
る
師
子
の
舞
態
の
描
写
の
部
分
を
記
し

て
み
よ
う
。

　
「
…
…
師
子
の
乱
声
な
ら
し
け
れ
ば
、
狛
犬
は
地
に
伏
し
師
子
は
舞
台
に
の
ぼ

り
て
、
ま
ず
四
維
を
聾
し
、
本
尊
な
ら
び
に
証
誠
を
拝
し
奉
る
。
太
鼓
三
拍
子
に

な
り
け
れ
ば
、
つ
な
と
り
つ
な
を
師
子
に
う
ち
か
け
、
は
へ
は
ら
ひ
と
も
に
舞
台

の
左
右
の
す
み
に
さ
ぶ
ら
ふ
、
す
べ
て
三
段
の
曲
を
は
り
け
れ
ば
…
云
々
…
」

　
こ
れ
に
依
れ
ば
先
ず
乱
声
の
間
に
舞
台
に
登
り
、
四
方
礼
拝
、
本
尊
証
誠
へ
の

礼
拝
の
作
法
が
あ
り
、
次
に
太
鼓
三
拍
子
に
な
れ
ば
は
へ
は
ら
い
、
綱
取
り
等
の

随
筆
が
舞
台
の
角
に
控
え
る
。
太
鼓
三
拍
子
に
つ
い
て
は
、
前
の
乱
声
の
太
鼓
の

数
を
指
す
の
か
、
こ
の
間
に
別
に
曲
が
あ
っ
た
も
の
か
、
或
は
当
曲
の
こ
と
を
指

す
も
の
で
あ
り
、
三
拍
子
と
云
う
の
は
当
楽
曲
の
太
鼓
三
拍
子
目
を
意
味
す
る
も

の
な
の
か
、
未
だ
具
体
的
に
考
え
る
を
得
て
い
な
い
が
、
常
識
的
に
は
最
後
の
も

の
が
至
当
と
云
え
よ
う
。

　
そ
の
後
三
段
、
す
な
わ
ち
序
破
急
態
の
当
曲
が
終
っ
て
こ
の
師
子
の
舞
は
終
了

す
る
。
こ
こ
で
「
行
幸
記
」
に
は
三
段
と
あ
り
、
又
教
訓
抄
に
は
三
切
と
あ
る

が
、
雅
楽
演
奏
に
お
け
る
慣
用
か
ら
こ
れ
ら
の
語
句
は
、
三
回
吹
き
改
め
る
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
と
判
断
し
得
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
両
記
述
を
比
較
し
て
み
る
と
舞
態
の
大
略
に
類
似
点
が
指
適
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
乱
声
の
間
に
お
け
る
四
方
礼
拝
、
本
尊
礼
拝
等
の
礼
拝
作
法

こ
の
後
の
序
破
急
体
の
試
切
の
舞
、
こ
う
し
て
み
る
と
如
上
の
も
の
が
或
は
師
子

の
基
本
的
な
舞
様
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
な
お
「
行
幸
記
ト
に
あ
る
「
つ
な
と
り
、
は
へ
は
ら
ひ
」
に
就
い
て
は
、
師
子

大
法
会
に
お
け
る
師
子
舞
に
つ
い
て

の
随
群
と
も
云
う
べ
き
も
の
で
先
掲
の
栄
華
物
語
に
も
「
師
子
の
子
ど
引
き
つ
れ
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云
々
」
と
あ
り
、
又
我
国
最
古
の
楽
舞
図
と
云
わ
れ
る
「
信
西
入
道
古
楽
図
」
の

師
子
図
に
は
、
師
子
の
手
綱
を
執
る
成
年
の
男
子
と
師
子
を
追
う
童
子
の
姿
が
画

か
れ
て
い
る
。
又
伎
楽
の
師
子
に
も
師
子
児
な
る
童
子
の
仮
面
が
正
倉
院
に
残
存

し
て
い
る
し
、
大
陸
に
お
い
て
も
「
五
方
師
子
舞
」
中
に
師
子
郎
と
称
す
る
随
群

の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
等
に
よ
り
師
子
は
本
来
単
独
で
舞
場
に
出
る
も

の
で
は
な
く
、
必
ず
綱
と
り
、
後
追
等
の
随
群
を
従
え
て
出
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
解
る
。

　
教
訓
抄
の
著
述
さ
れ
た
天
福
元
年
か
ら
元
徳
二
年
迄
六
十
七
年
間
の
隔
り
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
舞
の
基
本
的
な
構
成
に
大
き
な
変
化
の
な
か
っ
た
の

は
、
先
述
し
た
よ
う
に
こ
れ
が
師
子
舞
の
基
本
形
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
而
も
教

訓
抄
に
云
う
如
く
、
　
「
天
王
寺
住
吉
社
の
師
子
が
こ
と
の
他
の
も
の
」
で
あ
っ
た
　
9
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

の
は
、
叙
述
通
り
「
太
鼓
打
つ
様
、
笛
吹
く
様
、
乱
声
」
等
の
楽
曲
に
関
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
舞
そ
の
も
の
の
根
本
的
な
型
に
は
差
異
の
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
こ
う
し
た
師
子
の
舞
の
作
法
が
今
日
迄
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、

先
述
し
た
四
天
王
寺
聖
霊
会
に
お
け
る
師
子
が
掲
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
左
右

二
頭
の
師
子
が
「
大
輪
小
輪
」
と
云
う
所
作
を
行
う
。
こ
れ
は
舞
台
上
を
二
周
す

る
も
の
で
、
一
周
目
は
左
方
が
外
側
、
右
方
が
内
側
を
廻
っ
て
舞
台
を
下
り
て
階

段
の
下
に
向
い
合
う
。
二
周
目
は
反
対
に
左
方
が
内
側
、
右
方
が
外
側
を
廻
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
4

こ
の
所
作
を
終
え
る
。
　
「
四
天
王
寺
法
事
記
」
に
は
こ
れ
を
、
　
「
則
獅
子
二
頭
登

舞
台
作
輪
入
畢
」

八
九



大
法
会
に
お
け
る
師
子
舞
に
つ
い
て

と
あ
り
、
し
か
も

　
　
ぶ
ル
ニ
ハ
　
レ
ド
モ
ツ
ノ
ゴ
リ
ヵ
ヌ
リ
ニ
お
テ
ニ
ス
ヲ

　
「
按
菩
薩
師
子
往
古
真
実
之
舞
曲
也
。
　
然
何
時
欺
絶
故
今
作
レ
輪
業
二
乗
体
一
筆

鰍
」　
と
記
さ
れ
、
こ
の
「
大
輪
小
輪
」
が
単
な
る
作
法
で
は
な
く
、
舞
に
代
る
も
の

と
し
て
演
ぜ
ら
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
大
輪
小
輪
」
は

師
子
独
特
の
所
作
で
は
な
く
、
法
事
記
に
云
う
如
く
「
菩
薩
」
や
、
　
「
忍
業
」
の

序
に
も
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
種
の
舞
楽
は
い
ず
れ
も
排
絶
し
て
し
ま
っ
た
も
の

で
（
但
し
賠
臆
の
破
急
は
存
在
す
る
）
こ
の
「
大
輪
小
輪
」
が
本
来
い
ず
れ
の
舞

の
所
作
で
あ
る
の
か
俄
か
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
四
天
王
寺
に

お
け
る
師
子
が
明
ら
か
に
前
述
し
た
如
き
師
子
舞
の
系
統
を
引
く
も
の
で
あ
り
な

が
ら
、
現
在
で
は
舞
及
び
作
法
の
点
で
具
体
的
に
は
結
び
つ
か
な
い
。

　
永
仁
四
年
頃
の
著
述
に
な
る
と
云
わ
れ
る
「
残
夜
抄
」
に
は

　
「
其
後
師
子
狛
犬
舞
ふ
こ
と
も
あ
り
云
々
」

　
と
し
て
、
供
養
舞
の
中
に
師
子
と
共
に
狛
犬
を
加
え
て
い
る
。
狛
犬
に
つ
い
て

は
、
本
稿
中
に
掲
げ
た
資
料
の
中
に
も
度
々
そ
の
名
称
が
揚
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
栄
華
物
語
の
布
引
の
滝
の
巻
で
は

　
「
太
鼓
か
け
た
る
様
、
ご
と
ご
と
し
う
、
師
子
狛
犬
の
舞
ひ
出
で
た
た
る
ほ

ど
も
い
み
じ
う
見
ゆ
云
々
」

　
「
枕
草
子
積
善
寺
供
養
」
の

　
「
お
は
し
ま
し
着
き
た
れ
ば
大
門
の
も
と
に
高
麗
二
上
の
楽
し
て
師
子
狛
犬
お

ど
り
舞
ひ
云
々
」

　
「
日
吉
社
井
叡
山
行
幸
記
」
に
は

九
〇

　
「
師
子
の
乱
声
な
ら
し
け
れ
ば
狛
犬
は
地
に
伏
し
師
子
は
舞
台
に
登
り
て
云

々
」
と
も
あ
る
如
く
、
師
子
と
一
対
で
あ
る
か
の
如
く
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
狛
犬
に
対
し
て
は
次
の
如
き
事
柄
が
考
え
ら
れ
る
。
先
掲
し
た
教

訓
抄
の
師
子
の
条
に

　
「
吹
古
楽
乱
声
其
時
二
左
師
子
ヲ
キ
テ
登
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
5

　
と
あ
り
、
又
建
久
五
年
（
＝
九
四
）
十
二
月
十
二
日
に
営
ま
れ
た
「
東
大
寺

供
養
」
の
供
養
式
に
は
乾
坤
と
あ
る
内
の
左
方
の
師
子
の
舞
に
つ
い
て
の
記
述
は

み
ら
れ
る
が
右
方
の
師
子
に
つ
い
て
の
舞
様
や
所
作
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
右
方
の
師
子
の
こ
と
を
或
は
狛
犬
と
称
し
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
「
教
訓
抄
第
五
」
に
は
高
麗
楽
曲
と
し
て
「
狛
犬
」
と
あ
り
、
相
撲

節
会
の
勝
負
の
折
に
用
う
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
右
方
が
勝
っ
た
時
に

そ
の
験
と
し
て
こ
の
響
奏
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
し
・
又
嘩
書
第
七
糞
9
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

用
の
項
に
は

「
別
番
用
無
・
答
御
願
供
難
・
之
、
狛
犬
醐
蝦
鵡
羅
舞
」

　
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
狛
犬
は
師
子
と
は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
教
訓
抄
に
依
れ
ば

　
「
舞
入
時
乍
レ
合
二
績
松
火
一
入
。
楽
有
二
破
急
一
。
乱
声
狛
犬
出
乱
声
伏
。
吹
レ
等

時
与
走
亀
嵩
急
火
立
入
了
羅
多
資
忠
…
下
略
－
・
－
」

　
と
あ
る
よ
う
に
、
走
っ
た
り
火
を
喰
っ
た
り
す
る
よ
う
な
曲
芸
的
な
舞
態
を
備

え
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
「
信
託
入
道
古
楽
図
」
に
は
師
子
図
の
前
に
「
新
羅
狛
」
と
題
し
て
狛
犬
の
図

が
画
か
れ
て
あ
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
一
人
の
人
間
が
狛
犬
様
の
面
装
束
を
着
け

て
全
体
的
な
感
じ
と
し
て
は
今
日
神
社
に
み
ら
れ
る
狛
犬
の
姿
に
甚
だ
近
い
。
多



分
こ
れ
が
こ
こ
に
云
う
狛
犬
の
姿
を
指
す
も
の
か
と
考
え
る
が
、
師
子
が
前
後
二

人
の
人
間
に
依
っ
て
つ
く
ら
れ
る
の
に
対
し
て
こ
れ
は
一
人
の
人
間
が
舞
う
も
の

で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
自
由
活
達
な
動
作
が
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
番
長
の
関
係
に
つ
い
て
も
残
夜
抄
に
は
「
師
子
・
狛
犬
」
、
　
「
菩
薩
・
蘇
利
古

」
の
各
々
の
組
合
わ
せ
の
関
係
が
示
さ
れ
、
教
訓
抄
に
も
同
様
の
組
合
わ
せ
が
見

　
　
　
　
註
1
6

ら
れ
る
。
又
楽
家
録
に
は
、
　
「
菩
薩
・
師
子
」
或
は
「
菩
薩
・
蘇
利
目
」
と
記
載

さ
れ
て
あ
り
、
供
養
舞
中
で
も
特
に
「
菩
薩
・
師
子
・
蘇
利
古
・
狛
犬
」
等
の
間

に
何
ら
か
の
関
連
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

註
1
　
洛
陽
伽
藍
記
城
内
長
秋
寺

　
　
「
前
略
…
…
作
事
牙
雪
像
負
釈
迦
在
虚
空
中
、
荘
厳
仏
事
、
悉
用
金
玉
作
工
之
異
難
可

　
　
具
陳
。
四
月
八
此
程
常
出
、
辟
邪
師
子
導
引
言
前
、
呑
刀
吐
火
、
騰
駿
一
面
、
繰
憧
上

　
　
養
君
講
不
潔
奇
伎
異
異
、
冠
於
都
市
…
・
・
下
略
」

註
2
　
教
訓
抄
巻
四
　
他
家
相
伝
舞
曲
物
語
　
伎
楽
之
条

註
3
　
唄
、
散
華
、
梵
音
、
錫
杖
の
四
種
の
声
明
と
作
法
を
以
て
執
行
さ
れ
る
も
の
を
四
ケ

　
　
法
要
と
称
す
る
。
四
ケ
法
要
に
就
い
て
は
、
天
平
勝
宝
四
年
四
月
九
日
に
営
ま
れ
た
東

　
　
大
寺
大
仏
開
眼
供
養
に
お
い
て
す
で
に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
東
大
寺
要
録
に
見
ゆ

　
　
る
。
爾
来
大
寺
の
大
法
会
に
は
必
ず
四
ケ
法
要
が
営
ま
れ
て
い
る
。
文
安
三
年
、
行
誉

　
　
の
述
に
な
る
「
塵
添
埃
裏
抄
巻
十
五
四
ケ
法
用
事
」
に
も
「
…
…
此
等
の
功
徳
尤
も
法

　
　
会
の
肝
要
也
云
々
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
四
種
の
声
明
に
お
け
る
文
の
意
は
、
通
仏
教

　
　
的
な
要
素
に
貫
か
れ
、
か
る
が
故
に
顕
密
教
の
区
別
な
く
、
一
般
的
に
行
わ
れ
た
も
の

　
　
で
あ
ろ
う
。

註
4
　
永
仁
四
年
に
述
さ
れ
た
「
残
夜
抄
」
に
次
の
如
き
記
述
が
あ
る
。

　
　
「
…
…
前
略
…
…
其
所
へ
行
幸
御
幸
、
も
し
は
長
吏
な
ど
い
ら
せ
給
へ
ば
左
右
楽
屋
乱

　
　
声
し
て
の
ち
又
乱
声
し
て
舞
人
鉾
を
ふ
る
。
ま
つ
左
、
次
右
、
次
左
右
あ
は
せ
ふ
る
。

大
法
会
に
お
け
る
師
子
舞
に
つ
い
て

　
　
こ
れ
を
ば
莚
舞
と
も
云
。
又
三
切
の
乱
声
と
も
い
ふ
。
其
後
師
子
こ
ま
い
ぬ
舞
ふ
こ
と

　
　
も
あ
り
、
菩
薩
そ
り
て
あ
り
、
又
鳥
蝶
も
ま
ふ
。
所
に
し
た
が
ひ
て
や
う
く
あ
り
。

　
　
法
会
の
舞
と
て
あ
り
、
又
供
養
の
舞
と
も
云
…
…
下
略
…
－
」
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た

　
　
…
供
養
舞
楽
に
対
し
て
法
楽
的
要
素
を
も
っ
た
舞
楽
を
入
調
舞
楽
と
称
し
て
こ
れ
と
区
別

　
　
し
て
い
る
。
供
養
舞
に
つ
い
て
は
、
相
愛
女
子
大
学
研
究
論
集
十
二
号
十
三
巻
に
お
け

　
　
る
私
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

註
5
江
家
次
第
巻
第
十
三

註
6
栄
華
物
語
巻
＋
七
音
楽

註
7
　
教
訓
弓
師
子
の
項

註
8
　
後
醍
醐
帝
が
日
吉
社
と
延
暦
寺
を
参
拝
さ
れ
た
も
の
で
続
史
愚
抄
に
も
そ
の
記
述
が

　
　
あ
る
。

註
9
　
毎
年
四
月
廿
二
日
　
聖
徳
太
子
の
命
日
に
、
四
天
王
寺
の
石
舞
台
に
行
な
わ
れ
る
舞

　
　
楽
法
要
で
あ
る
。

註
1
0
　
衆
僧
が
着
座
す
る
と
伝
供
と
称
す
る
献
供
作
法
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
菩
薩
、
迦

　
　
陵
頻
、
胡
蝶
等
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
リ
レ
ー
式
に
堂
の
僧
に
供
物
を
伝
授
す
る
作
法
　
9
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
で
、
こ
の
作
法
が
終
る
と
、
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
黙
思
を
奏
す
る
。
こ
う
し
た

　
　
型
は
舞
楽
四
ケ
法
要
お
け
る
一
定
型
と
も
云
え
る
。
平
安
朝
時
代
に
は
主
に
供
花
を
伝

　
　
供
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

註
1
ー
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
　
天
平
平
安
時
代
の
音
楽

　
　
一
九
六
五
年
一
〇
月
発
行

註
1
2
　
古
代
の
舞
楽
に
は
詠
又
は
鱒
と
称
す
る
歌
曲
が
あ
り
、
こ
れ
は
舞
の
間
に
挿
入
さ
れ

　
　
て
い
て
舞
人
が
こ
れ
を
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
現
在
で
は
排
絶
し
て
い
る
。

註
1
3
　
我
国
最
古
の
舞
楽
図
と
云
わ
れ
、
平
安
末
に
成
さ
れ
た
と
云
わ
れ
る
現
在
は
そ
の
写

　
　
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

註
1
4
　
享
保
年
間
に
集
さ
れ
た
も
の
で
そ
れ
迄
の
四
天
王
寺
の
行
事
次
第
を
集
録
し
た
も

　
　
の
。

註
1
5
　
東
大
寺
続
要
録
　
供
養
章

註
1
6
　
楽
暮
雪
番
言
様

九
一


